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序盤の文章はテキトーに読んでおいてください。説明が省かれているのに大事なことなので予め書いておきます。ちゃんと出席点を取ってる人ならわかるとは思いますが。
キーワード（「識別子」と言います）は完全一致が求められるため、途中で勝手に区切ったり大文字・小文字を変更してはいけません。別物として扱われます。日本語もダメです。半角で書いてください。あと、識別子の途中でなければある程度の条件下で自由に半角スペースやタブを入れられます。
四則演算。
その数字が「小数である」ことを宣言しない限り、計算は整数で行われます。割り算の端数は切り捨てです。また、括弧が優先され、次に指数、それからかけ算や割り算が優先されます。後は、左から。自分で書く場合、迷ったら括弧を付けてしまうのも手です。括弧は丸括弧（「()」）を使ってください。あと、かけ算の演算子を数学の式のように省略することはできません。計算途中で一回でも小数が使われると、以降は小数で計算されます。ちなみに、「正の数」「負の数」「0」を「整数0」「小数0.0」で除算してみるとRubyの仕様に関わる面白い物が見られますが、たぶんテストには関係ないです。
例：
	irb(main):004:0> 1+2*3+4-5/6-7*8/9

=> 5

irb(main):005:0> (((1+2)*3+4-5)/6-7)*8/9

=> -6

irb(main):015:0> 17-17/3*3

=> 2
←vote
irb(main):019:0> 7*8**16

=> 1970324836974592
←vote　これは「7×816」
irb(main):029:0> 9/4*2.0

=> 4.0


ちなみに、割り算の余りを求める演算子は「%」で、優先度上は割り算と同じになります。
	irb(main):003:0> 11%7*2

=> 8


指数計算は演算子「**」を使います。小数は小数点をピリオドで表してください。
	irb(main):014:0> 1.01**1024

=> 26612.5661173053


後々出てくるとは思いますが、小数は有効数字の問題があり、計算を重ねると誤差が大きくなります。後で出てくると思われる「浮動小数点」についても同じです。つまり完璧な精度が保たれるのは整数で計算している間だけです。整数であれば正の数だろうが負の数だろうがちゃんと計算はしてくれるようです。
Rubyには予め様々な機能をセットにした「組み込みモジュール」と言う物が存在し、それを使うことができます。今回は関数Math.sqrt()やMath.cos()を呼び出しています。includeしておくとこの「Math.」「Math::」を付けなくてもよくなります。ちなみに関数名と括弧の間に半角スペースを入れることはオススメしません。
	irb(main):022:0> include(Math)

=> Object

irb(main):023:0> (1 + sqrt(5) ) / 2

=> 1.61803398874989
←vote　さすがにこれ暗算した人は……
irb(main):037:0> sqrt (5) 
スペース有り
=> 2.23606797749979

irb(main):038:0> sqrt (5) * 2 
スペース有り
=> 3.16227766016838

irb(main):039:0> sqrt(5) * 2 
スペース無し
=> 4.47213595499958


変数
変数の名前としては「半角英字（a～zA～Z）」「半角数字（0～9）」「半角アンダーバー（_）」が使用できます。ただし、数字は識別子の先頭には使えないというルールがあります。使おうとするとエラーが出ます。また、まだ定義されていないものを呼び出そうとすると「そんな名前知らない」とエラーを突き返してきます。変数を作る（宣言）には値（と言う名の通り数字。文字も実体は数字ですから）を代入してやる必要があり、代入した瞬間に変数は用意されます。代入演算子の「結果」は代入された値になるのが原則なので、以下のようなこともできます。オススメはしませんが。慣れた人はたまにやりますね、条件比較文中で代入とか。
	irb(main):036:0> a = b = (5 * c = 2)

=> 10


関数
読んで字のごとく計算結果を返すための物です。言語によっては返す返さないで定義を分けてしまうこともありますがRubyでは考えなくて良いです。ついでに仕事もしたりします。引数（ひきすう）は付けても付けなくても良いです。必要なら付けてください。関数の結果（戻り値）は最後に計算した物になります。なので、処理部に数字を一つだけ書いておくと定数関数になります。必殺技として、return文による中断もあります（後で例を見せます）。関数名や引数名の付け方は変数のそれと一緒です。また、関数中からも関数は呼び出せます。関数中で変数を上記の方法で宣言した場合、その関数中でしかその変数は使えません（局所変数、ローカル変数）。同様に、関数外で宣言した物は関数中では使えません。グローバル変数を使うという手もありますが、引数で渡すのが基本です。後で触れますが参照渡し、値渡しの問題があるものの、複数返したい場合は配列化やクラス化するのが一般的でしょう。
	def 関数名(引数名1,引数名2,……)

処理……
end

	irb(main):040:0> def bmi(height, weight)

irb(main):041:1> weight / (height / 100.0) ** 2

irb(main):042:1> end

=> nil

irb(main):043:0> 1.1 * bmi(174.0, 119.0 * 0.454)

=> 19.6289470207425


練習問題の解答の一例をば。たぶんMathをインクルード済みが前程のはずですが、念のため。
	def distance(x, y, u, v)

Math.sqrt((x - u) ** 2 + (y - v) ** 2)
end
def feet_to_cm(f, i)

(f * 12 + i) * 30.48
end
def pound_to_kg(p, o)

(p * 16 + o) * 0.4536
end


いちいちの入力は面倒なのでスクリプトはファイルに保存しておくのが無難です。
文字列定数などの中でなければ半角シャープ（「#」）以降は実行時に無視されるコメント扱いになります。ファイルはload関数で読み込むことができます。
再び練習問題。共通部分を補助関数にしたverです。指数を使わないのはただの癖なので、あしからず。
	def det(a, b, c)

 b * b - 4 * a * c

end

def solution_sub(a, b, c, d)

 (-b + d * Math.sqrt(det(a, b, c))) / 2 / a

end

def solution1(a, b, c)

 solution_sub(a, b, c, 1)

end

def solution2(a, b, c)

 solution_sub(a, b, c, -1)

end

def quadratic(a, b, c, x)

 ((a * x) + b) * x + c

end


最後に、この章の共通資料側の問題を片しましょう。一部略。あくまで回答例。他にも正解はあります。若干ここまでに出てきていないテクニックがあるかも。
	###### 1.1 ######
56 + 97 + 33
# a
47 – 38
# b
35 * 22
# c
34 / 15
# d
34 % 15
# e
34 / 15.0
# f
56 * 56 * 56 * 56 * 56 * 56 * 56 * 56 * 56 * 56 * 56 * 56 * 56 * 56 * 56 * 56
# g
56 ** 16
# h
104 / 1.88 ** 2
# i
###### 1.2 ######
# これ、やったよね……
###### 1.3 ######
# a
59.9 / 1.712 ** 2
51.9 / 1.587 ** 2
# b
22 * 9 / 5.0 + 32
# c
(50 – 32) * 5 / 9.0
# d
535800 / 116.16
# e
12010 * 116.16
# f
11 / 7.512 * 116.16
# g
175 * 1609 / 3600.0
# h
(541458400000000 * 1.0141 ** 10) / 126000000
###### 1.4 ######
# a
Math.sqrt(10)
Math.sqrt(2) * Math.sqrt(5)
Math.sqrt(Math.sqrt(5))
Math.exp(Math.log(2) / 12)
# b
Math.sin(Math::PI / 6)
Math.cos(Math::PI / 6) 
Math.tan(Math::PI / 6)
# c
Math.log(1000)
Math.log10(100) / Math.log10(100)
Math.log(1000) / Math.log(2)
# d
Math.exp(Math.log(2.7) * 10)
# e 単位：sec
Math.log(0.5) / Math.log(0.0000320362394891)
###### 1.5 ######
# さすがにメンドイ
###### 1.6 ######
# a
4690
10 * (10 – 3) * (10 * (10 – 3) – 3)
# b dどこで使うんだ……
# にしても誤差大きいな。計算ミスか？
1.77635683940025e-015

0.0

###### 1.7 ######
# 問題の意図がわからない。
# たぶんBIM計算の前に
h = (5 * 12 + 9.5) * 30.48
# とか書け、ってことだろう
###### 1.8 ######
# 1.5を関数にするだけでほとんど正解
###### 1.9 ######
# 確かめればOK
###### 1.10 #####
# 外は外、中は中。同姓同名は別人。
# 変わらない。
###### 1.11 #####
# 以下の関数を用意し、関数heron中の変数sをこの関数で置き換える。なお、実行速度上は好ましくない。
def s(a, b, c)

0.5 * (a + b + c)
end
###### 1.12 #####
# エラー出してみて。


02.pdf
はい、最初の難関「配列」です。詳細は03.pdfにて。こればっかりは各人の理解度を確認しながら少しずつ進める必要が出てしまうので、どうしても理解できなければ個別に聞きに来てください。C++等の言語で二大難関の一つとされるポインタの話に関わってきます。授業ではじめほとんど説明無しに普通に使わせていましたが、そんなのは無茶です。たいてい説明では矢印を書くのですが、どうせこれ読んでる人は授業を受けてる前程なのでもうちょっと込み入った説明をします。ただ、これを読むと余計に混乱させてしまう恐れもあります。自己責任で読んでください。まず、基本的に変数は「名前と実データのメモリ上の座標の対応表」で記録されます。Rubyの場合、何を考えたのか代入命令で書き換えられるのはこの「メモリ上の座標（アドレス）」だけなんです。で、配列も変数として保持できます（組み込みクラス）。なので、配列の要素に他の変数を直接代入した場合その変数の実データのアドレスが「その配列の要素の実データのアドレス」として記録されます。その結果、以下のようなことが起こります。
	irb(main):001:0> a = 0

=> 0

irb(main):002:0> b = a

=> 0

irb(main):003:0> a = 1

=> 1

irb(main):004:0> b

=> 0

irb(main):005:0> b = [a]

=> [1]

irb(main):006:0> a = 2

=> 2

irb(main):007:0> b

=> [1]

irb(main):008:0> a = [3]

=> [3]

irb(main):009:0> b = a

# bはaと同じ配列を指している
=> [3]

irb(main):010:0> a[0] = 4
# 配列の要素0の指すアドレスを変更
=> 4

irb(main):011:0> b

=> [4]

irb(main):012:0> a = [5]

=> [5]

irb(main):013:0> b

=> [4]

irb(main):014:0> b = [a]

=> [[5]]

irb(main):015:0> a[0] = 6

=> 6

irb(main):016:0> b

=> [[6]]

irb(main):017:0> c = Array.new(3, Array.new(5))

=> [[nil, nil, nil, nil, nil], [nil, nil, nil, nil, nil], [nil, nil, nil, nil, nil]]

irb(main):018:0> c[0][0] = 3

=> 3

irb(main):019:0> c

=> [[3, nil, nil, nil, nil], [3, nil, nil, nil, nil], [3, nil, nil, nil, nil]]

irb(main):020:0> c[0] = 5

=> 5

irb(main):021:0> c

=> [5, [3, nil, nil, nil, nil], [3, nil, nil, nil, nil]]


配列の最初は「インデックス0」だというくらいでしょうか、気をつけるべきは。
配列の生成はいくつか方法があります。上の例で使ったとおりなので、省略です。
配列の各要素の参照方法は見ての通りです。c[1..3]のように書くと配列[c[1], c[2], c[3]]を表します。配列のインデックスに負の数を指定すると配列の後ろから参照できます（a[-1] はa[a.length-1]）。
isrbは駒場の授業用に用意された物のようで、与えられたクラスにより画像を表示します。かなり授業で使ったので説明は省きます。
では、共通の問題。
	###### 2.1 ######

# pass
###### 2.2 ######
# 手間だが、確実に
def image_average9(image, x, y)

(image[y-1][x-1]+image[y-1][x]+image[y-1][x+1]+image[y][x-1]+image[y][x]+image[y][x+1]+image[y+1][x-1]+image[y+1][x]+image[y+1][x+1])/9.0
end
###### 2.3 ######
# a
def sum3(a, x)

a[x-1] + a[x] + a[x+1]
end
# b
def array_average3(a, x)

sum3(a, x) / 3.0
end
###### 2.4 ######
# 略
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制御文
条件分岐です。
比較演算子は表の通りで、「等号は=ではなく==」「=は不等号の後」ということだけでも覚えておいてください。
論理演算子は、迷ったら英語で書いてしまってください。それぞれ「and」「or」「not」で代用できます。あと、括弧で囲むのを習慣づけることをオススメします。ここでさらっと便利な代入方法をお見せします。
	irb(main):004:0> x, y, z = 7, 5, 3

=> [7, 5, 3]

irb(main):005:0> y != z

=> true
←vote
irb(main):006:0> !(y == z)

=> true
←vote


if文の構造は以下のようになります。
	if 条件1

条件1が真の時の処理
elsif 条件2

条件1が偽で条件2が真の時の処理
elsif 条件3

条件1が偽で条件2が偽で条件3が真の時の処理


：
else

すべての条件が偽であるときの処理
end


elsifは必要に応じて追加してください。「else if」ではなく「elsif」です。「else」は必要に応じて最後に一つだけ書いてください。なお、条件は上から順番にチェックされるため、上の物が心になった場合下の物は無視されます。
文字列
一見配列と同じに見えますが、微妙に別物です。何ができるかは見ての通りです。ほとんど配列と同じです。投票結果は次のようになります。
	irb(main):028:0> "cadabra"[1..3]+"abra"[1..2]

=> "adabr"
←vote


forループ
指定回数の繰り返しです。
	for 変数 in 配列など

処理
end


指定した配列の各要素を指定した変数に代入してそれぞれに処理を行います。つまり処理回数は「配列などの長さ」になります。
ちなみにさっきの代入法の応用でfor i, j in [[0,1], [2,3], [4,5]]のような使い方もできます。この場合(i=0, j=1), (i=2, j=3), (i=4, i=5)の3回実行されます。「配列など」と言ったのはArray(例えば[1,2,3])の他にRange(例えば1..3)やString(例えば“abc”)等も指定できるからです。実際にはRangeを使うことの方が多いでしょうか？では、make1d,2dとかいってみましょう。書き方をいくつか。
	def make1d(n)

Array.new(n, 0)
end
def make2d(h, w)

a = Array.new(h)

for i in 0 .. (h - 1)


a[i] = Array.new(w, 0)

end
end
def b(r, x, y)

# 原点って言われても……

# 一応x=y=rを原点とした

# この場合sphereで扉絵のような絵を表示

l = Math.sqrt((x – r) ** 2 + (y – r) ** 2)

if l <= r


return (r – l) / r

else


return 1

end

# ここは実行されないよ
end


まず、Array(n, x)について。これは長さnの配列を作り、その要素すべてのアドレスとしてxの指す物を指定する、ということになります。ここで（その配列をaとして）a[0]=yとした場合a[0]の指すアドレスが書き換えられ、a[1..(n-1)]はすべてxを指したままです。ところが、2次元配列を作るとき問題が発生します。同様の方法で横着してa=Array(h, Array,new(w, 0))とすると、a[0..h-1]がすべて同じ配列を指していることになり、a[0][0]=1とするとa[1][0]もa[2][0]も1になってしまいます（配列の項の例、コマンド17参照）。この後のvoteで答えが4になるのはそのためです。
もうひとつ。このfor文をfor i in aとした場合。これはiがaの各要素と同じ物を指していくだけのため、i=a[0]、i=a[1]……といった感じでiに代入していくだけなのでここでi=Array.new(w, 0)としてもiを書き換えるだけなので無意味です。
ついでに補足しておくと、aがh個あるのでインデックスは0から(h-1)のh個になります。
せっかくなのでretrunを使ってみました。C等の言語でよく使われるような形になります。returnがあると戻り値としてその直後の値を返し、そこで処理を切り上げます。以降は実行されません。ちなみに僕ならif～endまでをまとめて「(l<=r)?(r-l)/r:1」で済ませてしまったりします。三項演算子あるし、if要らない……。それから、後置ifなんて物もあったりします。興味のある人が万が一居れば、調べてみると便利かも。
再び配列の説明です。もう説明したため答えだけ。sphereの進捗確認の後、順に4, 2です。指しているアドレスの変化は図の通りです。
で、まとめの後に再び練習。普通にやっても面白くないんで、returnと後置ifの組み合わせでやった例です。10/28に掲示板に書いたため翌週（11/4）の講義の箇所に普通の答えはあります。以下、「牛刀を以て鶏を割」いた僕の例。ちょうど授業数日前に知人と話していました。
	def solutions(a, b, c)


if (a != 0)



i = b * b - 4 * a * c



return 2 if (i > 0)



return 1 if (i == 0)



return 0


else



1


end

end

def median(x, y, z)


( ([x, y, z]).sort() )[1]

end


pdfラストの絵は、後ほど。
最後に、共通資料。やっぱり「原点=(r, r)」でいいみたいです。では、練習問題。
	###### 3.1 ######
def abs(x)

if x >= 0


x

else


-x

end
end
###### 3.2 ######
# 略
###### 3.3 ######
# 略
###### 3.4 ######
# 略
###### 3.5 ######
# a – c 略
# d 少し複雑。若干特殊な代入も使っている。計算略
def income_tax(income)

t = 0

if income > 1950000


if income > 3300000



if income > 6950000




if income > 9000000





if income > 18000000






t += (income - 18000000) * 0.4






income = 18000000





end





t += (income - 9000000) * 0.33





income = 9000000




end




t += (income - 6950000) * 0.23




income = 6950000



end



t += (income - 3300000) * 0.2



income = 3300000


end


t += (income - 1950000) * 0.1


income = 1950000

end

t += income * 0.05
end
# e きつい条件から調べる
def days_of_february(year)

if year % 400 == 0


29

elsif year % 100 == 0


28

elsif year % 4 == 0


29

else


28

end
end
# f メンドイのでこれで勘弁
def days_of_month(year, month)

if month == 2


days_of_februar(year)

elsif [4, 6, 9, 11].include?(month)


30

else


31

end
end
###### 3.6 ######
# 略
###### 3.7 ######
# a
def divisible(x, y)

x % y == 0
end
# b
def ascending(x, y, z)

(x < y) && (y < z)
end
# c 略
# d
def within_range(a, i)

# 負の数は範囲外扱い、iは整数であるとする

(i >= 0) && (i < a.length)
end
# e
def within_range(img, x, y)

(whithin_range(img, y)) && (whithin_range(img[0], x))
end
###### 3.8 ######
def xor(x, y)

x == y
end
def implies(x, y)

x && !y
end
###### 3.9 ######
# a
def longer(s, t)

# 同じ長さならsを返しておく

if s.length >= t.length


s

else


t

end
end
# b
def trim(s)

s[1 .. (s.length – 1)]

end
# c 余力が有り余る場合
# ちなみに1文字をインデックス指定で普通に取り出すと数字で返されてしまうので、場合によりエラーが出る
def upsidedown(s)

s[((1 + l = s.length) / 2), m = l / 2] + ((l % 2 == 1)? s[m, 1]: "") + s[0, m - 1]
end
###### 3.10 #####
# a xは整数とする
def length3(a, x)

1 + ((x>0)?1:0) + ((x+1<a.length)?1:0)
end
# b 面倒なのでパス
# c
def swap(a, i, j)

t = a[i]

a[i] = a[j]

a[j] = t
end
# d
def swap_ascending(a, i)

swap(a, i, i + 1) if a[i] > a[i + 1]
end
###### 3.11 #####
def gradation(n)

a = Array.new(n)

for i in 0 .. (n - 1)


a[i] = i * 1.0 / n

end
end
###### 3.12 #####
def graph3_2a(n)


image1 = make2d(n, n)


for y in 0 .. (n - 1)



for x in 0 .. (n - 1)




image1[y][x] = (x <= y)? 1.0 * y / n: 1



end


end


image1

end

def graph3_2b(n)


image1 = make2d(n, n)


for y in 0 .. (n - 1)



for x in 0 .. (n - 1)




image1[y][x] = 1 - (x + y) % 2



end


end


image1

end

def graph3_2c(n)


image1 = make2d(n, n)


for y in 0 .. (n - 1)



for x in 0 .. (n - 1)




image1[y][x] = (x + y) / 2.0 / n



end


end


image1

end

def graph3_2d(n)


image1 = make2d(n, n)


for y in 0 .. (n - 1)



for x in 0 .. (n - 1)




image1[y][x] = (y <= n  * (Math.sin( 4 * Math::PI * x / n) / 2 + 0.5))? 1.0 * y / n: 1



end


end


image1

end

def graph3_2e(n)


image1 = make2d(n, n)


for y in 0 .. (n - 1)



for x in 0 .. (n - 1)




image1[y][x] = (Math.sin( 4 * Math::PI * x / n) / 2 + 0.5)



end


end


image1

end

def graph3_2f(r)


image1 = make2d(2 * r, 2 * r)


for y in 0 .. (2 * r - 1)



for x in 0 .. (2 * r - 1)




l = sqrt((x - r) * (x - r) + (y - r) * (y - r))




image1[y][x] = Math.cos( 6 * Math::PI * l / r)



end


end


image1

end
###### 3.13 #####
# a
def brighter(img)

d = make2d(img.lenght, img[0].length)

for y in 0 .. (img.length – 1)


for x in 0 .. (img[0]length – 1)



s[y][x] = (img[y][x] + 1) * 0.5


end

end

d
end
# b
def blend(img1, img2)

d = make2d(img1.lenght, img1[0].length)

for y in 0 .. (img1.length – 1)


for x in 0 .. (img1[0]length – 1)



s[y][x] = (img1[y][x] + img2[y][x]) * 0.5


end

end

d
end
# c 端は処理しなくて良いか……
def blur(img)

d = make2d(img.lenght, img[0].length)

for y in 1 .. (img.length – 2)


for x in 1 .. (img[0]length – 2)



s[y][x] = image_average9(img, x, y)


end

end

d
end


04.pdf
whileループです。処理部開始時に条件がtrueである限り処理部を繰り返します。初めからfalseであれば一度も実行されませんし、「true」と書いてしまえばエラーが起こったりbreakで抜けたりしない限り半永久的に繰り返し続けます。条件部は毎回実行されます。whileの反対にfalseの間繰り返すuntilというのもあります。そろそろ気が触れてきて無茶な書き方をしてたりします。
	while 条件

処理
end


この章でやるのは「再帰」と呼ばれる反復方法で、関数が計算のために自身を呼び出します。例を見ての通りです。このあたりからアルゴリズムの話に入ってきて、そろそろ解説が面倒になってきました。一応解答だけは載せときます。
まず、gd_loop(1234567,1234566)は4「9721」。やってることを考えるとnがk/2より大きい間はどう考えてもdivisibleはfalse、なのでこの関数の上手い使い方はgd_loop(k, k / 2)という書き方。
sumは考え方としてはSn=Sn-1+n。
sodも自身を含めないのであればsod(k, k / 2)でいいです。やってることは「割り切れたときだけnを加算するsum」と考えるとわかりやすいかと。
gdは「n以下で最大のkの約数」を返します。以下のようにも書けます。
	def gd(k, n)

n -= 1 while (k % n != 0)

n
end


で、練習。combinationは後ほど。「約数が自分以外に1だけ」。
	def prime(n)

# gd(n,n/2)==1でもいいが、それは後ほど

sod(n, n / 2) == 1
end


combination_loop(40, 32)=40C32=40C8=76904685なので3番。この程度なら手計算で何とかなりそうですが、「こういう計算方法もあるよ」ってのが大事なので。
はい、次ちょっと複雑です。まずsubmatch(s,i,p,w)は文字列sのインデックスi以降が文字列pの最初からと何文字(最大w)一致するかを返す物で、完全に一致すればwを返します。match(s,p)は文字列sのインデックス0から順に文字列pが含まれていないかを調べていき、はじめに見つかった一致の開始位置を返します。が、まったく見つからなかった場合止まりません。そのため、練習でmatch_safe(s,p)ではwhile周辺を書き換えなければなりません。ちょっと無駄がありますがわかりやすい方法で。
	def match_safe(s, p)

i = 0

v = s.length() - w

while submatch(s,i,p,w) < w


if i == v



# sの末尾でも一致しなかった



return -1


else



i = i + 1


end

end

i
end


最後に、共通問題。
	###### 4.1 ######
# 略
###### 4.2 ######
def combination(n, k)

if k > n


return 0

elsif k == 0


return 0

else


combination(n – 1, k – 1) + combination(n – 1, k)

end
end
###### 4.3 ######
def prime2(n)

# 見つかったらやめるのでその分早い

gd(n, n / 2) == 1
end
###### 4.4 ######
# 略
###### 4.5 ######
# 略
###### 4.6 ######
# a
def factorial_loop(n)

ans = 1

for k in 2 .. n


ans *= k

end

ans

# nが1以下の場合は1を返す
end
# b 手抜き
def power2_loop(n)

power_loop(x, n)
end
# c
def power_loop(x, n)

# nは整数とする(でなきゃ繰り返しじゃムズい)。たぶん負の数は元々想定されてない。

ans = 1

if n > 0


while (n -= 1) >= 0



ans *= x


end

else


while (n += 1) <= 0



ans /= x


end

end
end
# d
def taylor_e_loop(x, n)

ans = 0

for k in 0 .. n


a = power_loop(x, k)


for i in 2 .. k



a /= i


end


ans += a

end

ans
end
###### 4.7 ######
# a
def nod_loop(k, n)

ans = 0

for i in 1 .. n


ans += 1 if k % i == 0

end

ans
end
# b 1は素数でないとする
def nop_loop(n)

ans = 0

for k in 2 .. n


ans += 1 if nod_loop(k, k / 2) == 1

end

ans
end
# c
def msod_loop(n)

ans = 0

for k in 1 .. n


sod = 0


for j in 1 .. (n / 2)



sod += j if k % j == 0


end


if sod > ans



ans = sod


end

end

ans
end
###### 4.8 ######
# a
def np_loop(n)

# n/2を算出する時点で既にnは加算されている

while nod_loop(n += 1, n / 2) != 1

end

n
end
# b
def nth_prime_loop(p, n)

for i in 1 .. n


p = np_loop(n)

end
end
# c
def collatz_loop(n)

ans = 0

while n != 1


ans += 1


n = tnpo(n)

end

ans
end
# d
def perfect_loop(n)

sod = 1

for i in 2 .. (n / 2)


sod += i if n % i == 0

end

sod == n
end
def next_perfect_loop(n)

until perfect_loop(n += 1)

end

n
end
###### 4.9 ######
# 略
###### 4.10 #####
# 答え:エラーが出る
# 狙いとしては「123456789101112～n」と答えさせたかったのだろうが、
# 文字列と数字を足すと演算時エラーが出る。
# そのような結果が欲しければ、6行目に加えて4行目も以下のように書き換える


sum(n – 1) + String(n)
###### 4.11 #####
# 略
###### 4.12 #####
# 略
###### 4.13 #####
# 回帰でできなくもないけど、ループが無難(バグ発見、修正>rev2)
def primes(n)

ans = Array.new(n+z)

i = 2

ans[0] = ans[1] = 1

while i <= n


# 素数をマーク


ans[i] = 0


# 倍数をつぶす


for j in 2 .. (n / i)



ans[i * j] = 1


end


# 次の素数を探す。一見無限ループだが、ちゃんと止まる。


while ans[i += 1] == 1


end

end


ans
end
###### 4.14 #####
# combination_loopの応用(微妙に違うので注意)
def sierpinski(n)

# サイズは一回り小さい

c = make2d(n, n)

for i in 0 .. (n - 1)


c[i][0] = 1


for j in 1 .. (i – 1)



c[i][j] = (c[i - 1][j - 1] + x[i - 1][j]) % 2


end


c[i][i] = 1


# 全部埋めとく


for j in (i + 1) .. (n - 1)



c[i][j] = 0


end

end

c
end
###### 4.15 #####
# 略


以上、第1部「必要最小限のプログラミング」でした～。
